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平成２１年４月５日 

第１回獣医学教育改革委員会議事録 

 

開催日時：平成２１年４月３日（金）18:00 ~ 19:15 

  場所：第 147 回日本獣医学会学術集会会議室 2（宇都宮市、栃木県総合文化センター） 

 

招 集 者：伊藤茂男（国公立大学獣医学協議会会長） 

出 席 者：佐々木直樹、古林与志安、三宅陽一（帯広畜産大学）、橋本善春、稲波 修、鍵山直子 

         （北海道大学）、山岸則夫、重茂克彦（岩手大学）、中山裕之、桑原正貴、尾崎 博（東京大学）、   

          下田 実、田中知巳（東京農工大学）、北川 均、杉山 誠（岐阜大学）、菱沼 貢、今川智敬 

         （鳥取大学）、音井威重、佐藤 宏（山口大学）、上村俊一、三澤尚明（宮崎大学）、岡本嘉六、 

          川崎安亮（鹿児島大学）、竹田、中村（大阪府立大学）、政岡俊夫（麻布大学） 

 

議  題： １．獣医学教育改革委員会の趣旨説明 

        ２．委員会の運営方法 

           ３．委員長の選出 

           ４．各委員による自己紹介 

           ５．教育プログラム紹介 

           ６．その他 

 

議事内容： １．【獣医学教育改革委員会の趣旨説明】 

      ・獣医学教育改革委員会の設置の趣旨につき、伊藤茂男教授からこれまでの経緯について配付資料 

       に基づいて説明が行われた。また三宅陽一教授（帯広畜産大学）より「我が国の獣医学教育の充 

             実に向けた活動の経緯」が述べられ、今後その活動が本獣医学教育改革委員会に引き継がれること 

       への期待が表明された。 

 

      ２．【委員会の運営方法】 

              「平成２１年度事業」 

       １）「獣医学教育改革委員会」の設置：各大学２名以上からなる委員会を設置し、この委員会が 

                   中心となり、本事業を運用推進する。設置期間は３年とするが、必要に応じて延長する。 

           審議事項 (1) 各大学の教育改革に関する事項 

                (2) 各科目の教育内容改善に関する事項 

                (3) 獣医学会の各分科会における教育改善論議に関する事項 

                (4)  e ラーニングコンテンツ に関する事項 

                (5) 教育改善に関するシンポジウム等の開催 

                (6) その他、教育内容の質の向上に関する事項 

       ２）事務局の設置：北海道大学獣医学研究科、東京大学農学生命科学研究科に「獣医学教育改革室」 

                              を設け、教員等を配置する。（本事業の中心として事業の推進を図る） 

               ３）設備備品費：北大で購入し（一括入札）、各大学へ送付する（備品の配置換えを行う）。 

(1) e ラーニングシステム一式を５大学に分散方式で配置する（北大、東大、 

      山口大、他２大学）。 

                          ・初年度に eラーニングコンテンツを作成する大学に配置する。 

(2) 遠隔授業用機器（会議システム）：２大学に設置し、試験的遠隔授業を実施す   
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   る（液晶プロジェクターもしくは大型モニターを含む）。 

              ４）事業内容 

                  (1)  本授業に関するホームページの作成（山口大学） 

                  (2)  e ラーニングコンテンツの作成 

                   ・専任分野の教員がいる大学 ： 学生の予習のための教材として利用 

                   ・専任分野の教員がいない大学： 教材補助もしくは教材として利用 

a) ７モジュールを作成する（１単位程度と考える）（１モジュール：.ppt 30-40 枚程度、 

    図・箇条書き文を含む）。 

b)  e ラーニングで学習した後に行う試験問題で、教材の中には正解が記述されておらず、 

     教科書等で調べないと正答出来ない問題が望ましい。 

c)  今年度の作成目標は 70 モジュール（10 単位）、３年間で 30-40 単位のコンテンツを 

     作成する。 

              d)   作成したコンテンツを CD にまとめ、各大学で内容を精査した後、必要に応じて獣医  

                     学会の教育集会等においてコンテンツに関する討論を行う。その後 eラーニングサーバー    

                     に組み込んで教育に使用する。 

d)  著作権には注意を払い、必要に応じてイラストレーター等に依頼する。作者名と大学名 

     を画面に記入する。詳細については委員会にて検討する。 

e)  北大：放射線生物学（稲波教授）、動物実験倫理学（鍵山直子教授）、東大：薬理学/自習 

用コンテンツ（尾崎教授、伊藤（勝）教授）にコンテンツの作成を依頼する。 

          g)    担当できる科目を各大学から提案していただく。例えば：生化学、毒性学、実験動物学、 

                         寄生虫病学など。 

・次年度以降、コンテンツの作成を推進し、引き続きその使用効果の検証とコンテンツの  

                      評価を行う。 

 

           ３．【委員長の選出】 

        ・獣医学教育改革委員会委員長として橋本善春教授（北大）が選出された。 

 

           ４．【各委員による自己紹介】 

           各大学の委員による自己紹介と意見交換が行われた。 

 

           ５．【教育プログラムの紹介】（下記教育プログラムの概要と現状について解説された） 

・教育 GP「大動物総合臨床獣医学教育プログラム」の概要、猪熊 壽教授（帯広畜産大学） 

・特別教育研究経費（教育改革）動物実験倫理教育プログラムの概要、伊藤茂男教授（北大） 

 

      ６．【その他】 

・尾崎 博教授（東大）により、我が国の獣医学教育改善の動きの中における本「獣医学 

 教育改革委員会」の位置と役割について解説が行われた。 

 

 

                               北大獣医学教育改革室・橋本記録 

 


